
地域包括ケアを支える

地域薬局



住まい

地域包括ケアシステムの姿

※地域包括ケアシステムは、おおむね３０

分以内に必要なサービスが提供される日
常生活圏域（具体的には中学校区）を単
位として想定

相談業務やサービスのコ
ーディネートを行います。

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・介護医療院

・認知症共同生活介護
・特定施設入居者生活介護

等

日常の医療：
・かかりつけ医、有床診療所
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院
通所・入所

病院：
急性期、回復期、慢性期

病気になったら･･･
医 療
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地域包括ケアシステムの構築について
○ 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分
らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的
に確保される体制（地域包括ケアシステム）の構築を実現。

○ 今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも、地域
包括ケアシステムの構築が重要。

○ 人口が横ばいで７５歳以上人口が急増する大都市部、７５歳以上人口の増加は緩やかだが人口は減少す
る
町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差。

○ 地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、地域の
特性に応じて作り上げていくことが必要。

いつまでも元気に暮らすために･･･
生活支援・介護予防

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

■在宅系サービス：
・訪問介護・訪問看護・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護

・福祉用具
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス

（小規模多機能型居宅介護＋訪
問看護）等
■介護予防サービス

介護が必要になったら･･･
介 護



医療
介護 生活指導

薬局



医療
介護 生活指導

薬局

地域の多職種と連携した

服薬管理指導



地域における薬剤師サービスの提供

令和4年4月19日 第４回薬局薬剤師の業務及び薬局の機能に関するﾜ
ｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ

資料２－１
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１．全体像及び論点等

２．他職種連携、病院薬剤師との連携（薬薬連携）

３．健康サポート機能の推進

４．薬局機能の強化、役割の明確化

①地域連携薬局の役割、薬局間連携

②災害や新興感染症発生時に備えた対応

③僻地や離島等における医薬品提供体制

④地域における関係者の携
５．その他



地域において職能を発揮する薬局薬剤師の⽬指すべき業務配分（ イメージ）
○ 現状の薬局薬剤師の業務としては、処⽅箋への対応（対物業務、処⽅確認・服薬指導）が多い。
○地域で活躍する薬局薬剤師には、処⽅箋受付時以外の対⼈業務（調剤後のフォロー、ポリファーマシー等の
対応（対⼈業務②部分）、健康サポート機能等（対⼈業務③部分））の充実が必要。

※ 効率性や利便性を重視し、処⽅箋受付時の対応が中⼼の（すなわち、処⽅箋受付時以外の対応が少ない）薬局もあり
得る。ただし、そのような薬局が増えすぎないような対策が必要。

現状の薬局
（イメージ）

将来のあるべき姿
（イメージ）

その他
対⼈業務③

健康ｻﾎﾟｰﾄ、⼀般⽤医薬品等
対⼈業務②

調剤後の相談・フォロー

対物業務
薬剤の調製、取り揃え

監査

対⼈業務①
処⽅確認
疑義照会
服薬指導 等

処⽅箋の調剤を
効率化
ICT、⾮専⾨家、
調剤機器等を活
⽤

処⽅箋受付時以
外の対⼈業務を
充実医

療
・
介
護
分
野

付処
時⽅
以箋
外受

処
⽅
箋
受
付
時

対物業務

対⼈業務①
服薬指導等

対⼈業務②
調剤後のフォロー等

対⼈業務③
健康ｻﾎﾟｰﾄ、⼀般⽤医薬品等

その他

処
⽅
箋
受
付
時
以
外

処
⽅
箋
受
付
時

在
宅
対
応
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ポリファーマシー対応
処⽅提案 等 在

宅
対
応

（ 業務配分の割合）



調剤薬局：２０２２年度改定のまとめ
～２０２０年度 ２０２２年度～

調剤料

薬剤調剤料

調剤管理料

薬剤服用歴
管理指導料

服薬管理指導料

調剤基本料

薬剤料 薬剤料

調剤基本料

調整・取りそろえ・監査 対物

対人

機能

立地

患者情報を薬学的に評価

服薬管理指導

中規模以上の経営効率を考慮

毎年改定・後発品促進・薬価差益率減

新たに追加する機能
①減塩指導を含む生活指導
②医療機関へのフィードバック
③生活情報のデータベース化

（2020年度新設）

地域支援
体制加算

（2020年度増額：３８点）

地域支援体制加算
４段階に細分化

（2022年度新設）

（2022年度新設）

（2022年度新設）

今後、地域連携認定薬局との連動？



調剤薬局：２０２２年度改定のまとめ
～２０２０年度 ２０２２年度～

調剤料

薬剤調剤料

調剤管理料

薬剤服用歴
管理指導料

服薬管理指導料

調剤基本料

薬剤料 薬剤料

調剤基本料

調整・取りそろえ・監査 対物

対人

機能

立地

患者情報を薬学的に評価

服薬管理指導

中規模以上の経営効率を考慮

毎年改定・後発品促進・薬価差益率減

新たに追加する機能
①減塩指導を含む生活指導
②医療機関へのフィードバック
③生活情報のデータベース化

（2020年度新設）

地域支援
体制加算

（2020年度増額：３８点）

地域支援体制加算
４段階に細分化

（2022年度新設）

（2022年度新設）

（2022年度新設）

今後、地域連携認定薬局との連動？

服薬管理指導とは

何を指導する？
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今後、地域連携認定薬局との連動？

服薬管理指導とは

何を指導する？

重症化予防をめざして

生活指導する！
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治療効果の最大化

リスクの最小化



医療機関 調剤薬局

服薬管理指導

処方箋に
減塩指導の依頼コメント

患者の服薬状況等に係る
情報提供書

医薬連携と服薬管理指導の実践・フィードバック

腎保護治療


